
1957年 10月 に旧ソ連の科学衛星スプー トニク

1号が打ち上げられた当時,私は新制 2回 目の大

学院博士課程の学生でした。翌 1958年 には米ソ

が殆んど同時に現在はバンアレン帯と称されてい

る地球磁場に捕捉された高エネルギー粒子から成

る放射能帯を発見し,宇宙時代が始まりました。

私は 1959年 に東北大学の地球物理専攻の博士課

程を終え,当時の理学部長の前で『日本国憲法を

守 り云々・・・』の宣誓をし国家公務員としての

助手に採用され,今 日迄宇宙空間物理学分野での

研究を続けて来ました。その間,1969年 に宇宙

航空研究所から当理学部に移 り,以後 20有余年

の長きにわたりお世話になってしまいました。

現在の我々は,人工衛星を利用しての宇宙通信,

衛星テレビ放送,天気予報の雲の画像等を当然の

ものとして受け入れています。此の様な最新の科

学技術を有効に利用して飛翔体観測は急速に発展

して来ました。1950年代迄の地上観測の時代は,

大気光や磁場変動,電波による高度 300 km迄 の電

離層探査,地上に到達する宇宙線強度の変動等を

通して間接的に地球周辺環境,特にその太陽活動

との関連研究が重点目標でした。日本の場合,天

文・地球物理・宇宙線物理・電波工学分野の研究

者を含む学際的な電離層研究連絡会が 1950～60

感

玉 尾   孜 (地球惑星物理学教室)

年代の宇宙科学の発展に重要な役割を果たしまし

た。これは大学院学生にも平等に情報交換・研究

発表の機会を 2ヶ 月毎に与えて くれました。我々

は此の研究会を通して育てられたと云えましょう。

しかし,現在の標準からすれば当時の情報量は限

られたもので,私の大学院時代はノンビリした良

き時代だったと思います。学術雑誌の数も限られ

ていましたし,それも大抵は年 4回発行でしたの

で,物理 。天文はもちろん数学の図書室で応用数

学の雑誌を観る余裕さえありました。ただしコピー

機などという便利なものはありませんでした。

飛翔体による粒子や電磁場の直接観測は地球周

辺プラズマ環境に関する知見を飛躍的に増加させ

ました。1960年代は巨視的発見の時代で,地球

磁気圏の構造や太陽風,定在衝撃波の存在が明ら

かになりました。1970年代になると,粒子の空

間分布やエネルギースペクトル,さ らに磁化プラ

ズマ中で理論的に予測される凡てのプラズマ波動

の存在が衛星観測で実証されました。80年代は

ボェイジャー探査に代表される外惑星が脚光を浴

び,固有磁場をもつ惑星は地球 と同じ機構で電波

を放出し,オーロラ発光も存在することが判って

来ました。また地上の室内実験では実現困難であ

る無衝突衝撃波としての地球前面の定在衝撃波の

構造や,それによる粒子の加速・散乱機構を量的

に論 じ得る観測資料が蓄積されています。1986

年 3月 のハレー彗星の観測 (日 欧ソで 5つの科学

衛星)では,固体部分の大きさ 10 kmの ハレー彗

星が太陽風中でその上流 100万血迄影響を及ぼし

定在衝撃波を生じていることは驚きでした。此の

様な研究の著しい発展は,研究成果 としての論文

数の増加をもたらします。アメリカ地球物理連合

の学会誌は1990年に 2万 2千頁を突破しました。
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